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令和６年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択 基 準 
地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費＋道路

構造物の更新に要する事業費※ 

現在価値算出のための社会的割引率：４％（参考値として２％及び１％を記載） 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

 

 
※道路構造物の更新に要する事業費は、評価対象期間末までに耐用年数等に達する構造物がある場合に計上する 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 

 

別紙３ 
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令和６年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                         担当課〔道路建設課 〕 

 番   号 ２ 
事 業 名 

(路線･河川名等)      

道路改築事業  

一般国道248号 光ヶ丘工区 

事業実施  

箇    所 
多治見
た じ み し

市光ヶ丘
ひ か り が お か

地内 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２８年度 完了予定年度 令和１４年度 

再評価の実施基準 
社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により、再評価の実施の必要があると

判断をした事業 

事業目的  

一般国道248号は、愛知県蒲郡市から岐阜県岐阜市に至る延長約112㎞の主要幹線国道であり、産業や

物流を支える重要な道路である。当該事業はこのうち多治見市光ヶ丘地内の521mを整備するものであ

り、渋滞緩和による円滑な交通の確保及び災害時に有効に機能するネットワーク確保を目的としてい

る。 

事業概要  

事業延長：５２１ｍ 車道幅員：３．２５ｍ×４車線、３．００ｍ×２車線 

          歩道幅員：３．００ｍ（両側） 

概 要 図 
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令和６年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ３ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

主要地方道白川福岡線 黒川工区 

事業実施  

箇    所 
加茂郡
か も ぐ ん

白川町
しらかわちょう

黒川
くろかわ

地内 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成１４年度 完了予定年度 令和１５年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

主要地方道白川福岡線は、岐阜県加茂郡白川町を起点とし、岐阜県中津川市に至る延長約30kmの路線

で、第二次緊急輸送道路に指定される重要な路線である。当該事業はこのうち白川町黒川地区の約１，

６４０ｍのバイパスを整備するもので、災害時に有効に機能するネットワークの確保及び隘路・線形不

良箇所の解消による円滑な交通の確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：１，６４０ｍ 車道幅員：３．００ｍ×２車線、歩道幅員：２．５０ｍ（片側） 

主要構造物：（仮称）黒川１号橋Ｌ＝５５ｍ、（仮称）黒川２号橋Ｌ＝４７ｍ 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 
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令和６年８月２９日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

令和６年度
公共事業再評価について

（道路改築事業）

岐阜県では、平成１８年度に策定した「県土整備ビジョン」を踏まえつつ、

「活力」、「安心・安全」を重点目標とし、道路整備に取り組んでいます。

道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

考え方

重点目標

安全・安心安全・安心

活力活力 ●物流・観光、地域経済の持続的発展の基礎となる道路整備

●災害に強い県土づくりの根幹となる道路整備

●地域の生活を支え、人に優しい安全で快適なまちづくりを
支える道路整備

・主要骨格幹線ネットワークの整備推進

・渋滞緩和による円滑な交通の確保

・観光交流や産業振興の推進

・高速道路やリニア中央新幹線岐阜県駅へのアクセス向上

・災害時に有効に機能するネットワーク確保

・緊急輸送道路や孤立集落・雨量規制区間を解消する道路の整備

・隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

1
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事業再評価

道路改築事業

一般国道２４８号

令和６年８月２９日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

（光ヶ丘工区）
ひかりがおか

0

位 置 図 ①

至 可児市

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m

終点 多治見市光ヶ丘1丁目

起点 多治見若松町4丁目

多治見駅

至 春日井市

至 小牧東IC

至 瀬戸市

多治見IC

1： 250,000
（C）岐阜県

0m 0.5km 1.0km

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3
C3

E19

事業箇所

至 土岐IC

至 瑞浪市

多治見市役所本庁舎

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

市町庁舎

現地機関

凡 例

中央自動車道

381

421

１９

248

248

１９

１５

６６

１３
１５

６７

１６

多治見市

多治見市民病院

土岐市

国土交通省
多治見砂防国道事務所

岐阜県立多治見病院

東濃西部総合庁舎

1
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位 置 図 ②

1： 50,000
（C）岐阜県

0m 50m 100m

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

写真①

撮影：2024.5.17

写真① （国）248号 渋滞状況

写真② （国）248号 渋滞状況

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m

終点 多治見市光ヶ丘1丁目

起点 多治見若松町4丁目

248

１９

多治見IC

至 小牧東IC

至 可児市

至 瀬戸市

至 土岐IC

至 瑞浪市

写真②

撮影：2024.5.30

2

 起 点：多治見市若松町４丁目

 終 点：多治見市光ヶ丘１丁目

 全体延長：５２１ｍ

 総事業費：約１８.６億円

 事業着手：平成２８年度

 完成予定：令和１４年度

 幅 員：２８．３００ｍ

 道路規格：第４種１級

たじみしひかりがおか

標準横断図（交差点部）※東側を望む

たじみしわかまつちょう

（直進車線）
３．２５×４車線(+１車線)

（右折車線）
３．００×２車線(+１車線)

（自転車歩行者道）
３．００ｍ 両側

事 業 概 要

3

28300

3250

3000 500

3250 3000 3000

500

800 3250 3250

2
5
0

2
5
0

500 300050012500 1300 6500
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 車線増加による渋滞の緩和（東進直線車線、東進右折車線の２車線化）

渋滞状況

【現況写真】

音羽町交差点

池田町交差点

弁天町交差点

事 業 の 目 的 ➀

活力：渋滞緩和による円滑な交通の確保

多治見IC

主要渋滞区間

主要渋滞箇所

凡 例

出典：岐阜県内主要渋滞箇所一覧図（令和5年8月4日時点）

248

１９

248

１９

交通
分散

中央自動車道

多治見駅

平和町５交差点

市民病院前交差点

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m

（C）岐阜県

4

 一般国道２４８号光ヶ丘工区は第１次緊急輸送道路

 東濃地区で唯一の第三次救急医療機関である、岐阜県立多治見病院へのアク
セスの確保

 周辺には防災拠点等があり、当工区の整備により災害時のネットワークを確保

事 業 の 目 的 ②

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

多治見市民病院

岐阜県立多治見病院

SA
PA

多治見駅

出典：岐阜県緊急輸送道路ネットワーク図 （令和6年2月時点）

多治見市役所本庁舎

国土交通省
多治見砂防国道事務所

東濃西部総合庁舎

1次緊急輸送道路
2次緊急輸送道路
防災拠点
災害時機材拠点
地域災害拠点病院
地方公共団体
消防
警察
ヘリポート

凡例

多治見警察署

多治見市消防本部

多治見市運動公園

セラミックパークMINO
１９

１９

１９

248

248

ヘリポート：旭ヶ丘

ヘリポート：肥田
中央自動車道

5

多治見IC

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m
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◆新たな地域開発による交通集中への対応

多治見IC

土岐南多治見IC (C)岐阜県

中央自動車道

イオンモール土岐

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

商業・観光施設

高速道路IC

E19

248

19

C3一般国道２４８号
光ヶ丘工区 L=521m

多治見駅

多治見市役所本庁舎

凡 例

プラティ多治見

出典：プラティ多治見

土岐ﾌﾟﾚﾐｱﾑ･ｱｳﾄﾚｯﾄ(土岐市)

河川環境楽園(各務原市)

湯の華アイランド(可児市)

高山市街地エリア(高山市)

伊奈波神社(岐阜市)

(千人)

出典：岐阜県観光入込客統計調査（R4）

■岐阜県観光入込客数 上位５箇所

0 2000 4000 6000

プラティ多治見

出典：イオンモール土岐

イオンモール土岐

■周辺には県内で最も観光入込客数が多い大規模商業施設に加え、令和4年10月

に「イオンモール土岐」、令和5年3月に多治見駅南東地区再開発「プラティ

多治見」が開業 ⇒当該工区の必要性が一層高まっている

陶都創造館

セラミックパークMONO

岐阜県現代陶芸美術館

多治見美濃焼ミュージアム

土岐プレミアム・アウトレット

6

事業の進捗状況

（C）岐阜県

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

凡 例

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m

終点 多治見市光ヶ丘1丁目

起点 多治見若松町4丁目

248

１９

多治見IC

至 小牧東IC

至 可児市

至 瀬戸市

至 土岐IC

至 土岐市

※令和6年度末事業費ベース

全体進捗率 57％※ 用地補償進捗率 89％※ 工事進捗率44％※

写真③

施工中の歩道橋

写真①

写真②

施工中の歩道橋

7
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事業の施行状況

写真② 横断歩道橋の上部工製作・架設工事写真① 工事案内

一般国道２４８号
光ヶ丘工区 Ｌ＝521m

248

多治見IC

横断歩道橋 交差点北西側の横断歩道橋の
上部工製作・架設工事を実施中

8

環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を交差点部の新設照明灯に採用し、
蛍光ランプを用いた場合に比べ環境負荷を低減

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

9
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投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約９８％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％

総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）
＝ １.３

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R5.12）に基づき算出

費用対効果分析

10

＝事業継続＝

○一般国道248号光ヶ丘整備は、渋滞緩和に
よる円滑な交通の確保、災害時に有効に機
能するネットワークの確保に大きく寄与する。

○地元住民及び関係市町から事業の継続、
早期完成の要望がある。

今 後 の 方 針 （案）

11
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【参考】新規事業採択時 今回
(基準年：H27） (基準年：R6）

H28～R2 H28～R14

8.0 17.4
0.1 0.1

8.1 17.5

9.4 22.8
0.0 0.2
0.0 0.1

9.4 23.1

1.2 1.3

■事業内容

令和6年度第3回
岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名
道路改築事業　一般国道248号　光ヶ丘工区

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

延長：L=0.52km、計画幅員：W=19.00(28.30)m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の高騰により事業費が増加した。【3.9億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した事業費が増加した。【0.3億円】
・用地補償費の精査により、事業費が増加した。【1.5億円】
・関係機関との協議に基づき、安全対策費が増加した。【3億円】

【便益の主な変化要因】
・使用ODの変更や便益算定エリア拡大に伴い便益が増加した。【14.7億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R5年12月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【1億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【3億円】
・事業期間が延長されたことに伴い便益が減少した。【▲5億円】

【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、新規事業採択時の1.2から1.3に増加し、費用便益比は1を上回っており、十分な事業
効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

■費用対効果分析の分析方法
・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R5.12

■費用対効果分析結果の要因変化

※上記の事業費は、国のマニュアルに基づき社会的割引率を用いて現在価値に換算しているため、実
際の事業費と異なる。
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事業再評価

道路改築事業

令和６年８月２９日

県土整備部 道路建設課

主要地方道白川福岡線

（黒川工区）

し ら か わ ふ く お か

く ろ か わ

1

位 置 図 １

(C)岐阜県

72

68 主要地方道

事業区間

農道

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

事業箇所

70

主要地方道白川福岡線
黒川工区
Ｌ＝1,640m

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

1ｋｍ0 2ｋｍ 5ｋｍ

八百津町

東白川村

JR高山本線

至 恵那市長島町

至

中
津
川
市
福
岡

恵那市

中津川市

白川町
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2

位 置 図 ２

（C)岐阜県

主要地方道白川福岡線
黒川工区
Ｌ＝1,640m

起
点

加
茂
郡
白
川
町

（仮称）黒川１号橋
L=55m

（仮称）黒川２号橋
L=47m

美濃東部広域農道
黒川東白川トンネル・黒川側入口

70

70

72

主要地方道

事業区間

農道

一級河川黒川

至

中
津
川
市
福
岡

至

白
川
町
河
岐

1km500ｍ0

終
点

加
茂
郡
白
川
町

写真②

至

東
白
川
村
神
土

写真①

3

標準横断図

事 業 概 要

 起 終 点：加茂郡白川町地内

 全体延長：１，６４０ｍ（橋梁延長Ｌ＝５５ｍ、４７ｍ）

 総事業費：約２０億円

 事業着手：平成１４年度

 完成予定：令和１５年度

 道路規格：第３種第３級

 幅 員：車道 ３.００ｍ×２車線
：歩道 ２.５０ｍ（片側）

か も ぐんしらかわちょう

9.75

0.50 3.00 0.753.00

（車道） （車道）

2.50

橋梁部

10.00

2.50 3.00

（車道）

3.00

（車道）

1.000.50

一般部

黒川１号橋 Ｌ＝55ｍ、黒川２号橋Ｌ＝47ｍ
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4

事 業 の 目 的 ①
安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■主要地方道白川福岡線は第２次緊急輸送道路に指定

■災害時における円滑な救援活動、救援物資輸送の向上など、緊急輸送道路の機能を強化

道の駅「ロック・ガーデンひちそう」

H

八百津町役場

H

H

H

H

H

道の駅「花街道付知」

道の駅「加子舟」

七宗町役場

【凡例】
事業区間
第一次緊急輸送道路
第二次緊急輸送道路
県広域防災拠点
医療施設
行政機関
ヘリポートH

白川町役場

道の駅「美濃白川」

道の駅「茶の里東白川」

H

道の駅「平成」

主要地方道
白川福岡線

黒川工区 L=1,640m

白川病院

道の駅「飛騨金山ぬく森の里温泉」

下呂市立金山病院

【県広域防災拠点】
まきがね公園

（C)岐阜県

41

257

クオーレふれあいの里

5

安全・安心：隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

事 業 の 目 的 ②

■幅員狭小区間・線形不良個所の解消により走行性を向上

■通学中学生等歩行者の安全性が向上

主要地方道白川福岡線
黒川工区
Ｌ＝1,640m

70

70

白川町立黒川中学校

白川町立
黒川小学校

72

一級河川黒川

線形不良区間

（仮称）黒川１号橋
L=55m

（仮称）黒川２号橋
L=47m

主要地方道

事業区間

農道

（C)岐阜県

写真①

至

中
津
川
市
福
岡

至

東
白
川
村
神
土

1km500ｍ0

至

白
川
町
河
岐

写真②
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

◆美濃東部広域農道 黒川東白川トンネルの開通

■美濃東部広域農道は平成２４年１２月に全線開通

■農産物流通の効率化、地域の生活道路として重要な役割を持つ路線

■令和３年４月１日に、みのかも定住自立圏第３次共生ビジョンが策定

■農道と白川福岡線により「みのかも定住自立圏」の結びつきを強化

みのかも定住自立圏

美濃東部広域農道

（主）白川福岡線
黒川工区

Ｎ

美濃東部広域農道
黒川東白川 トンネル（延長２，０７０ｍ）

(C)岐阜県

写真

みのかも定住自立圏第３次共生ビジョン

主要地方道

国道

一般県道

高規格道路

■５つの重点分野
①圏域住民の心と体の健康
②今後の圏域を担う未来の
ヒトづくり（人材育成）
③住民が生活するために必
要な移動手段
④いつ発生してもおかしくな
い大規模自然災害への対策
⑤圏域経済の活性化に働き
手として必要不可欠な外国
人住民

■ビジョンの期間
令和３年度～令和７年度
（５年間）※毎年度見直し

6

7

事業の進捗状況

全体進捗率 72％※ 用地補償進捗率 100％※ 工事進捗率69％※

（C）岐阜県

70

現道

事業区間
主要地方道 白川福岡線

黒川工区
Ｌ＝1,640m

起
点

加
茂
郡
白
川
町

終
点

加
茂
郡
白
川
町

（仮称）黒川１号橋
L=55m

（仮称）黒川２号橋
L=47m

写真①

一級河川黒川

写真②

※令和6年度末 事業費ベース

至

中
津
川
市
福
岡

至 白川町河岐
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8

事業の施工状況
事業区間（起点側）の状況 事業区間の状況

起点側の道路改良工事を実施中

（仮称）黒川１号橋
L=55m

（仮称）黒川２号橋
L=47m

一級河川黒川

至

中
津
川
市
福
岡

至 白川町河岐

起
点

加
茂
郡
白
川
町

終
点

加
茂
郡
白
川
町

写真① 写真②

◆現場発生土の有効活用

■切土による現場発生土（約１万ｍ3）を他工事の盛土部に有効活用すること
で残土処理費の約４,１００万円を削減

コスト縮減額：約４，１００万円

発生土を流用して
他工事の盛土へ有効活用

切土部で
発生した土

コスト縮減の取り組み

9
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自然環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を交差点部の新設照明灯に採用し、
蛍光ランプを用いた場合に比べ環境負荷を低減

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

10

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

11

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約７１％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約２６％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ３％

投資的効果率

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １.２

※費用便益分析マニュアル(R5.12 国土交通省)に基づき算出

費 用 対 効 果 分 析

前回再評価時

（Ｒ１年度）

１．２
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12

＝供用に向け、事業を継続＝

○主要地方道白川福岡線の完成は、災害時に有効
に機能するネットワークの確保、隘路・線形不良
箇所の解消による円滑な交通の確保に寄与する。

○地元住民及び関係自治体からの早期完成の要望

がある。

対 応 方 針 （案）
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前回 今回

(基準年：R1） (基準年：R6）

H14～R10 H26～R12

20.0 27.7

0.6 0.7

20.6 28.3

22.9 23.5

2.1 8.4

0.1 0.9

25.1 32.8

1.2 1.2

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の高騰により事業費が増加した。【2.6億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した事業費が増加した。【5.0億円】

【便益の主な変化要因】
・使用OD表の変更や便益算定エリア拡大に伴い便益が増加した。【7.2億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R5年12月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【2.7億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【5.8億円】
・事業期間が延長されたことに伴い便益が減少した。【▲8.0億円】

【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の1.2から変化がなく、費用便益比は1を上回っており、十分な事業効
果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R5.12

■費用対効果分析結果の要因変化

※上記の事業費は、国のマニュアルに基づき社会的割引率を用いて現在価値に換算しているため、実際
の事業費と異なる。

延長L=1,640m、計画幅員W=6.00（9.75）m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

■事業内容

令和6年度第3回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

道路改築事業　主要地方道白川福岡線　黒川工区
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